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Abstract 
     CaZrO3-ZrO2 eutectic film was deposited on SiC substrate by solidification method. A high dense solidified film was 
formed on SiC substrate by a reaction between SiC substrate and eutectic oxide melt. The dense solidified film on SiC 
substrate was found to be a graded functional layer of SiC/ZrC/ZrO2/CaZrO3. The oxide eutectic film layer was peeled off 
from the substrate. On the graded functional layer, large CaZrO3 grains growth. The eutectic film peeled off due to rapid 
growth of large CaZrO3 crystalline on the first step of the solidification.  
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1. 緒言

ZrO2-CaO の状態図では，40%CaO に CaZrO3-ZrO2 共晶が

存在する 1),2)．共晶温度は 2250℃であり，CaZrO3相と ZrO2

相はともに高温における成分の蒸気圧が小さく，耐食性お

よび断熱性に優れることから，基材の酸化や腐食・減肉を

有効に防止できる皮膜材料や遮熱層材料あるいは高硬度皮

膜になり得ると期待できる．

CaZrO3-ZrO2 共晶の組織形成については詳しく調べられ

ていないものの，レーザにより試料を溶融させる方式の浮

遊帯域溶融法により得られる共晶組織はラメラ組織を示す

ことが報告されている 3)．ラメラ組織の形成において，Ca

の拡散が律速となるため，遅い速度で一方向凝固させても

微細な組織が得られるとされるが，共晶組織形成に関する

詳細な実験的検証はなされていない 3)． 

 我々は，組織形成のメカニズムを検証する目的で，

CaZrO3-ZrO2 共晶組成のアモルファスからの結晶化を検証

した．結果，Ca の拡散の律速に伴い CaZrO3 相の形成が相

分解を繰り返しながら達成されることを示した 4)．したが

って，この共晶系の凝固皮膜を得るためには，比較的遅い

速度で凝固させるか凝固皮膜意を得た後に，高温でアニー

ルして相を安定化させるプロセスが必要となる．

本研究では，高温構造材料として期待されている非酸化

物として SiC を選択し，SiC 基材上へ CaZrO3-ZrO2共晶皮膜

の成膜を集光加熱法で試みた．集光加熱のプロセスで，ア

ニールも達成されるように，比較的遅い溶融帯の移動条件

を検討した．

2. 実験

ZrO2 粉末(高純度化学社製，純度 98%)および CaCO3 粉末
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